
ＳＴＯＰ！オーバードーズ

～医薬品の適正使用に向けた薬剤師・登録販売者の役割～

薬事講習会
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大阪府健康医療部生活衛生室薬務課



内容

１．市販薬乱用(オーバードーズ)の現状

２．濫用等のおそれのある医薬品の販売

３．薬剤師・登録販売者に期待されること
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１．市販薬乱用(オーバードーズ)の現状
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覚醒剤 大麻 危険ドラッグ 睡眠・抗不安薬 市販薬 その他

令和 4 年度厚生労働行政推進調査事業費補助金（医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス政策研究事業）
分担研究報告書「全国の精神科医療施設における薬物関連精神疾患の実態調査」に基づいて作成
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●全国の精神科医療施設における薬物依存症の
治療を受けた10代患者の「主たる薬物」の推移



①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
⑧ ⑨

令和 4 年度厚生労働行政推進調査事業費補助金（医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス政策研究事業）
分担研究報告書「救急医療における薬物関連中毒症例に関する実態調査:一般用医薬品を中心に(2022年)」に基づいて作成

① 24.9% 解熱鎮痛薬
② 18.5% 鎮咳去痰薬
③ 18.0% かぜ薬
④ 14.8% 催眠鎮静薬
⑤ 7.4% 抗ヒスタミン薬
⑥ 4.8% 眠気防止薬
⑦ 4.8% 鎮うん薬
⑧ 1.1% 漢方製剤
⑨ 5.8% その他

●過量服用された市販薬の分類
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①

②
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⑦

⑧
⑨

⑩ ⑪
① 22.2% 無水カフェイン
② 14.4% メチルエフェドリン
③ 12.6% クロルフェニラミン
④ 12.3% ジヒドロコデイン・コデイン
⑤ 9.2% ジフェンヒドラミン
⑥ 8.1% アセトアミノフェン
⑦ 7.6% イブプロフェン
⑧ 4.2% デキストロメトルファン
⑨ 3.4% アセチルサリチル酸
⑩ 2.4% ブロモバレリル尿素
⑪ 3.9% その他
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令和 4 年度厚生労働行政推進調査事業費補助金（医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス政策研究事業）
分担研究報告書「救急医療における薬物関連中毒症例に関する実態調査:一般用医薬品を中心に(2022年)」に基づいて作成

●過量服用された市販薬含有成分

下線は「濫用等のおそれのある医薬品」



65.9％ 15.5 9.3 7.8 1.6
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実店舗 置き薬 インターネット 家族が所有 その他
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●過量服用された市販薬の入手経路

注:置き薬とは、配置販売の薬のことではなく
家庭に置いてある薬のこと

注

令和 4 年度厚生労働行政推進調査事業費補助金（医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス政策研究事業）
分担研究報告書「救急医療における薬物関連中毒症例に関する実態調査:一般用医薬品を中心に(2022年)」に基づいて作成



２．濫用等のおそれのある医薬品の販売
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●濫用等のおそれのある医薬品
平成２６年厚生労働省告示第２５２号(令和５年厚生労働省告示第５号により改正)

次の各号に掲げるもの、その水和物及びそれらの塩類を
有効成分として含有する製剤

エフェドリン
コデイン
ジヒドロコデイン
ブロモバレリル尿素
プソイドエフェドリン
メチルエフェドリン
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かぜ薬
鼻炎内服薬
鎮咳去痰薬
催眠鎮静薬
解熱鎮痛薬
などに含まれる



①若年者(高校生、中学生等)が購入しようとする場合は、氏名及び年齢

②他の薬局、店舗等での濫用等のおそれのある医薬品の購入状況

③適正使用のために必要と認められる数量（原則として１包装単位）を
超えて購入しようとする場合は、その理由

④その他適正な使用を目的とする購入であることを確認するために
必要な事項

●薬剤師・登録販売者が確認しなければならない事項
医薬品医療機器等法施行規則第１５条の２、第１４７条の３
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令和５年度医薬品販売制度実態把握調査

(実施者)
厚生労働省

(調査期間)
令和５年11月～令和６年３月

(調査目的)
医薬品の販売ルールの遵守状況等について、一般消費者の立場からの
目線で調査することにより、医薬品販売の適正化を図る

(調査対象)
3,025件（うち、薬局1,288件、店舗販売業1,737件）

「令和５年度衛生行政報告例」より抜粋

参考：全国の薬局数：62,828件,店舗販売業：29,371件
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●濫用等のおそれのある医薬品を複数購入しよう
とした時の対応が適切※1であった店舗の割合※2

令和５年度医薬品販売制度実態把握調査結果より抜粋（薬局・店舗販売業） 12

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
72.9 66.5 63.4 61.3 52 69.4 73.3 82 76.5 80.9

％

100

40

60

80

※2  濫用等のおそれのある医薬品を複数購入しようとした時の対応を調査した件数
1,256件（薬局189件 店舗販売業1,067件）

※1「１つしか購入できなかった」、「複数必要な理由を伝えたところ、購入できた」
「その他（購入せずに医者を受診するようにすすめられた等）」を販売方法が適切であったとした。
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自己点検表を活用ください！

掲載URL https://www.pref.osaka.lg.jp/o100100/yakumu/odshikakumuke.html（大阪府HP）



●複数個購入の防止

①鎮咳去痰薬、かぜ薬(内用)、解熱鎮痛薬、鼻炎用内服薬、催眠鎮静薬

などの濫用等のおそれのある医薬品は複数個の販売をしない。

②自由に手に取れる場所に複数個の陳列を避けるなど

複数個の購入が起きない工夫をする。

③例えば、カウンターの背後に陳列など、来局者の直接手の届かない

位置に陳列する。または、陳列は空箱で対応、商品カードで対応する

などの工夫を行う。
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＜自己点検項目＞



①濫用の事例が多いとされる若年者(高校生、中学生) には

氏名・年齢を確認し、濫用が助長されないよう注意喚起し

必要に応じて販売しない。

②学生証等の身分証明書の提出を求めるなどし

提出がなければ販売しない。

③その旨を薬局及び店舗内に掲示する。

●若年者への不適切な販売の防止
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＜自己点検項目＞



３．薬剤師・登録販売者に期待されること
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17
Ｒ５.３.８第２回医薬品の販売制度に関する検討会 資料３より抜粋



薬剤師・登録販売者向けの資材を用意しています。ご活用ください
掲載URL：https://www.pref.osaka.lg.jp/o100100/yakumu/odshikakumuke.html（大阪府HP）

大阪府作成 啓発資材
厚労省作成

「ゲートキーパーとしての薬剤師等の対応マニュアル」

https://www.pref.osaka.lg.jp/o100100/yakumu/odshikakumuke.html

